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　天文23（1554）年、島津義弘の父である貴久は、大隅
国への勢力拡大のために蒲生氏と戦いを開始する。その
際、義弘だけでなく兄の義久や弟の歳久も戦場に赴くこと
になり、蒲生氏との戦いが兄弟にとっての初陣となった。
蒲生氏の勢力は、薩摩国との国境である平松にあり、その
拠点が岩剣城であった。
 岩剣城は、享禄2（1529）年に築城されたとされ、北東
側に急峻な崖が発達した天然の要害である。山頂の標高は
約220メートルあり、尾根に沿って曲輪が配置されてい
た。尾根にあることから、それぞれの曲輪の広さは狭い
が、一番広い曲輪だけは1045平方メートルある。当城に
は貴久などとの戦いに備えて、蒲生氏を支援する祁答院氏
の武士団が配置されていたとされ、兄弟が協力しての攻撃
に対応していた。
 この岩剣城を攻める際には、貴久の弟である忠将も船で
応援に駆け付けた。鹿児島湾沿いにある脇元に到着した忠
将の軍勢は、鉄砲を使用したと伝わっている。これが、日
本の合戦におけるかなり初期段階の鉄砲使用とされてい

る。こうした戦略によって、10月3日に祁答院勢は城を放
棄。父・貴久は戦勝によって、義弘を岩剣城に在番させ
ることを決定する。ただ、前述したように急峻な崖を有
する山城だけに当城での在番は現実的でないことから、
麓に館を築き、約3年間在城することになる。この麓の館
が平松城とも呼ばれ、現在は重富小学校の敷地となって
いる。
　さて、3年間の在城期に義弘が度々訪れたとされている
のが、岩剣城の麓にある岩剣神社である。御祭神は大己
貴命と保食神で、天文11（1542）年に奉納された棟札が
ある。義弘は、この神社に対して神領として60石余りの
神林を寄付し、神舞の奉納を行ったとされている。義弘
は3年の間に父らと蒲生氏の居城である蒲生城を攻めるこ
とになり、弘治3（1557）年には蒲生氏は祁答院へと逃
亡、滅亡することになる。

◆岩剣城跡と岩剣神社 (姶良市平松)
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所

期日 件　　名

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於：13階

第152回簿記検定試験　於：14階ほか

かごしま検定　第38回マスター、第36回シニアマスター、
第25回グランドマスター試験　　於：4階アイムホールほか

第45回ビジネス実務法務検定試験　於：13階

第216回珠算・第126回段位試験　於：14階ほか

第84回リテールマーケティング検定試験申し込み締切（7/13施行）

第46回カラーコーディネーター検定試験　於：14階

1 土

日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

※予定は変更になる場合があります。

6 

おぎおんさぁみこし担ぎ手・稚児を募集します、おぎおんさぁ
扇子限定販売のお知らせ/法定台帳調査ご協力のお願い/リテー
ルマーケティング（販売士）検定試験のご案内/商工会議所会
費納入のお願い

サザンヒルズ
重富公園

重富民俗資料館

重富小学校

重富公園 姶良体育センター
鹿児島県防災研修センター

ココ 57

◆岩剣城跡と岩剣神社 (姶良市平松)
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新たな外国人材の可能性

外
国
人
の
就
労
人
数
が
過
去
最
高

　
２
０
１
８
年
10
月
末
現
在
、
鹿
児
島
県

内
の
外
国
人
労
働
者
は
６
８
６
２
人
で
、

前
年
よ
り
１
３
０
０
人
余
り
多
く
、
過
去

最
多
と
な
っ
て
い
る
。
在
留
資
格
︵
外
国

人
が
日
本
に
在
留
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
︶
別
で
は
、
﹁
技
能
実
習
﹂
が
最
も
多

く
、
国
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
多
さ
が
顕
著

で
あ
る
。
受
入
れ
が
最
も
多
い
業
種
は
製

造
業
で
、
事
業
所
の
規
模
と
し
て
は
、
30

人
未
満
の
中
・
小
規
模
事
業
所
で
の
受
け

入
れ
が
多
い
。

新
た
な
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」

　
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
労
働
者
と
い
う
と
、

主
な
タ
イ
プ
は
、
①
大
学
を
卒
業
し
、
こ

れ
ま
で
学
ん
で
き
た
専
門
性
や
国
際
感
覚

を
生
か
し
た
業
務
に
就
く
人
　
②
技
術
を

身
に
つ
け
て
母
国
へ
帰
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
﹁
技
能
実
習
生
﹂
③
日
本
に
留
学
に

来
て
い
る
学
生
で
資
格
外
活
動
の
範
囲
内

で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
く
人
の
い
ず
れ

か
で
あ
っ
た
。
今
回
の
法
改
正
に
伴
い
、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
﹁
特
定
技
能
﹂
は
、

14
の
特
定
産
業
分
野
︵
＝
業
種
︶
︵
表

１
︶
に
限
り
、
18
歳
以
上
で
関
連
す
る
技

能
試
験
や
日
本
語
能
力
試
験
に
合
格
し
た

人
で
あ
れ
ば
、
雇
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
政
府
は
特
定
技
能
で
の
受
入
れ

に
つ
い
て
、
今
後
５
年
間
で
最
大
34
万
５

千
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

技
能
実
習
と
特
定
技
能
の
相
違
点

　
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
労
働
者
の
半
数
以

上
を
占
め
て
い
た
技
能
実
習
は
、
開
発
途

上
国
等
の
経
済
発
展
を
担
う
﹁
人
づ
く

り
﹂
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
一
方
、
特
定
技
能
は
、
日
本
国
内
で
人

材
不
足
が
顕
著
な
業
種
の
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
の
在
留
資
格
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
外
国
人
と
受
入
れ
機
関
︵
＝
企
業
︶

の
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
も
異
な
り
、
技
能
実

新
た
な
外
国
人
材
の
活
躍

〜
在
留
資
格「
特
定
技
能
」〜

表１．「特定技能」で受入可能な特定産業分野と
　　　受入れ見込数(5年間の最大値)

介護

ビルクリーニング

素形材産業

産業機械製造業

電気・電子情報関連産業

建設

造船・舶用工業

自動車整備

航空

宿泊

農業

漁業

飲食料品製造業

外食業

60,000人

37,000人

21,500人

5,250人

4,700人

40,000人

13,000人

7,000人

2,200人

22,000人

36,500人

9,000人

34,000人

53,000人

分野 受入れ見込数

　
近
年
、
日
本
の
少
子
化
、
高
齢
化
に
よ
り
直
面
し
て
い
る
深
刻
な
人
手
不
足
に
対
し
て
、

昨
年
12
月
に
入
国
管
理
法
が
改
正
さ
れ
、
外
国
人
の
就
労
可
能
な
業
種
が
増
え
る
な
ど
、

企
業
側
に
と
っ
て
雇
用
の
機
会
が
多
様
に
な
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
外
国
人
雇
用
の
現
状
と
、

今
回
新
し
く
創
設
さ
れ
た
在
留
資
格
に
つ
い
て
、
概
要
と
活
用
方
法
を
ま
と
め
た
。

習
は
通
常
、
監
理
団
体
と
送
り
出
し
機
関

を
通
し
て
行
わ
れ
る
が
、
特
定
技
能
は
直

接
雇
用
と
な
る
。
在
留
期
間
に
つ
い
て
は
、

技
能
実
習
は
適
宜
試
験
を
受
け
る
こ
と
で
、

最
長
５
年
で
あ
る
が
、
特
定
技
能
は
通
算

で
５
年
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
技
能

実
習
は
、
特
定
技
能
に
移
行
可
能
な
産
業

分
野
が
あ
れ
ば
、
特
定
技
能
に
変
更
し
て

さ
ら
に
在
留
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

受
入
れ
機
関
の
受
入
れ
人
数
枠
に
つ
い
て

は
、
技
能
実
習
は
常
勤
職
員
の
数
に
応
じ

た
人
数
枠
が
あ
る
一
方
、
特
定
技
能
は
、

人
数
枠
が
な
い
︵
介
護
分
野
、
建
設
分
野

を
除
く
︶
。
そ
の
他
の
比
較
は
、
表
２
の

通
り
。
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新
た
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在
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特
定
技
能
」

　
こ
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ま
で
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国
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働
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と
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、

主
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タ
イ
プ
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、
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大
学
を
卒
業
し
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こ

れ
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国
際
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し
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技
術
を
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に
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母
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目
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と

し
た
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技
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来
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資
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範
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イ
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と
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能
と
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っ
た
。
政
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は
特
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技
能
で
の
受
入
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に
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い
て
、
今
後
５
年
間
で
最
大
34
万
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千
人
を
見
込
ん
で
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る
。

技
能
実
習
と
特
定
技
能
の
相
違
点

　
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
労
働
者
の
半
数
以

上
を
占
め
て
い
た
技
能
実
習
は
、
開
発
途

上
国
等
の
経
済
発
展
を
担
う
﹁
人
づ
く

り
﹂
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
一
方
、
特
定
技
能
は
、
日
本
国
内
で
人

材
不
足
が
顕
著
な
業
種
の
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
の
在
留
資
格
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
外
国
人
と
受
入
れ
機
関
︵
＝
企
業
︶

の
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
も
異
な
り
、
技
能
実

表2．技能実習と特定技能の制度比較

在留資格

在留期間

入国時の試験

監理団体

マッチング方法

人数枠

技能実習*1

「技能実習」

最長5年(特定技能への移行可)

なし

あり

監理団体・送出機関経由

制限あり

特定技能*2

「特定技能」

通算5年

技能試験・日本語能力試験

なし（支援機関はあり）

通常の日本人の採用方法と同じ

制限なし

*1…団体監理型を想定　*2…特定技能1号を想定

習
は
通
常
、
監
理
団
体
と
送
り
出
し
機
関

を
通
し
て
行
わ
れ
る
が
、
特
定
技
能
は
直

接
雇
用
と
な
る
。
在
留
期
間
に
つ
い
て
は
、

技
能
実
習
は
適
宜
試
験
を
受
け
る
こ
と
で
、

最
長
５
年
で
あ
る
が
、
特
定
技
能
は
通
算

で
５
年
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
技
能

実
習
は
、
特
定
技
能
に
移
行
可
能
な
産
業

分
野
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あ
れ
ば
、
特
定
技
能
に
変
更
し
て

さ
ら
に
在
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す
る
こ
と
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可
能
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あ
る
。
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入
れ
人
数
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職
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数
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応
じ

た
人
数
枠
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一
方
、
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定
技
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、

人
数
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い
︵
介
護
分
野
、
建
設
分
野

を
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く
︶
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比
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表
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の
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り
。
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新たな外国人材の可能性

雇
用
す
る
際
の
留
意
点

　
特
定
技
能
の
外
国
人
を
受
入
れ
る
フ

ロ
ー
は
、図
１
の
通
り
で
あ
る
が
、直
接
雇

用
と
な
る
た
め
、企
業
は
、日
本
人
と
同
様

に
求
人
を
出
し
、採
用
活
動
を
行
う
。た
だ

し
、外
国
人
が
前
述
の
要
件︵
18
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
、技
能
試
験
・
日
本
語
能
力
試
験

に
合
格
し
て
い
る
こ
と
︶
を
満
た
し
て
い

る
か
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
技
能
試

験
に
つ
い
て
は
、
国
が
国
内
外
で
各
業
種

の
技
能
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
４
月
中
旬
に
実
施
し
た
宿
泊
業
の

技
能
試
験
を
皮
切
り
に
、
国
内
外
で
順
次

試
験
が
行
わ
れ
て
い
く
た
め
、
技
能
実
習

生
か
ら
の
変
更
を
除
き
、
純
粋
に
技
能
試

験
と
日
本
語
能
力
試
験
を
合
格
し
て
特
定

技
能
と
し
て
働
く
資
格
を
得
る
人
が
出
て

く
る
の
は
、
今
年
の
夏
以
降
に
な
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。

　
次
に
、企
業
が
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、

受
入
れ
態
勢
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
母
国
語
や
外
国
語
な
ど
で
の

フ
ォ
ロ
ー
、住
居
の
確
保
や
住
民
登
録
、口

座
の
開
設
な
ど
の
日
常
生
活
の
支
援
を
は

じ
め
、
退
職
し
た
後
の
支
援
体
制
も
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
支
援
体

制
を
自
社
で
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
場
合
は
、
支
援
計
画
の
全
部
の
実
施
を

国
が
認
め
る
登
録
支
援
機
関
に
委
託
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
外
国
人
の
受

入
れ
に
つ
い
て
検
討
し
や
す
い
。

　
一
方
で
、特
定
技
能
で
は
、同
じ
分
野
で

あ
れ
ば
転
職
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
企
業

と
し
て
は
、
受
入
れ
た
外
国
人
が
自
由
に

転
職
で
き
る
こ
と
を
認
識
し
て
採
用
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

︵
制
度
内
容
の
詳
細
や
登
録
支
援
機
関
と

し
て
登
録
を
受
け
た
機
関
に
つ
い
て
は
、

出
入
国
在
留
管
理
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。︶

在
留
資
格
申
請（
原
則
本
人
申
請
）

特
定
技
能
雇
用
契
約
の
締
結

（
受
入
れ
機
関
等
が
実
施
す
る
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
）

健
康
診
断
の
受
信

技
能
試
験
及
び

日
本
語
試
験
に

合
格

通
常
の
採
用
活
動

（
求
人
・
直
接
等
）

外
国
人

受
入
れ
機
関

（
企
業
）

支
援
計
画
の
策
定

（
実
施
を
含
め
登
録

支
援
機
関
に
委
託

可
）

在
留
資
格
変
更
許
可
ま
た
は

在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付

就
労
開
始

【各種支援】
①生活オリエンテーションの実施
②日本語学習の機会の提供
③外国人からの相談・苦情への対応
④外国人と日本人との交流の促進に係る支援　など

【各種届出】
①雇用契約の変更等
②支援計画の変更
③支援計画の実施状況　など

企業は各種支援、各種届出を行うこと

図１．特定技能外国人の受入れ 手続きの概要
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新たな外国人材の可能性

　
今
回
の
新
在
留
資
格
﹁
特
定
技
能
﹂

に
お
い
て
対
象
と
な
る
業
種
の
中
に
は
、

﹁
農
業
﹂﹁
建
設
﹂﹁
介
護
﹂﹁
食
料
品
製

造
﹂﹁
宿
泊
﹂﹁
外
食
﹂
等
の
特
に
県
内
で

人
手
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
業
種
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
事
業

者
の
方
が
﹁
特
定
技
能
制
度
﹂
に
期
待

さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
先
ず
そ
の
理
解
と
活
用
に
役
立
つ
い

く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

1
．
「
特
定
技
能
外
国
人
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
力
レ
ベ
ル

　
﹁
特
定
技
能
﹂
の
取
得
が
認
め
ら
れ
る

外
国
人
の
レ
ベ
ル
で
す
が
、
国
の
運
用

要
領
で
は
﹁
相
当
程
度
の
知
識
ま
た
は

技
能
を
有
し
﹂、﹁
特
段
の
育
成
・
訓
練
を

受
け
る
こ
と
な
く
直
ち
に
一
定
程
度
の

業
務
を
遂
行
で
き
る
﹂
人
材
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
﹁
勤
務
す
る
業
界
で
の

経
験
が
２
〜
３
年
程
度
あ
る
﹂
レ
ベ
ル

と
考
え
れ
ば
業
務
内
容
や
待
遇
も
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

2
．
技
能
実
習
か
ら
の
変
更
が

　
　
　
　
　
　
出
来
な
い
業
種
が
あ
る

　
特
定
技
能
１
号
の
対
象
職
種
14
業
種

の
う
ち
、﹁
宿
泊
﹂
と
﹁
外
食
︵
飲
食

業
︶
﹂
の
２
業
種
に
つ
い
て
は
、
他
の
12

業
種
と
異
な
り
、
現
時
点
で
は
﹁
技
能

試
験
﹂
及
び
﹁
日
本
語
試
験
﹂
に
合
格

し
た
外
国
人
し
か
採
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
当
該
２
業
種
で
の
採
用
に
関
し
て

は
注
意
が
必
要
で
す
。

3
．
企
業
の
支
援
体
制
と
コ
ス
ト

　
﹁
特
定
技
能
制
度
﹂
に
お
い
て
は
、

受
入
れ
企
業
が
外
国
人
労
働
者
に
対
し

日
常
生
活
上
、
職
業
生
活
上
ま
た
は
社

会
生
活
上
の
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
支
援
の
実
施
が
難
し

い
事
業
者
は
、
登
録
支
援
機
関
に
全
部

ま
た
は
一
部
委
託
す
る
事
も
可
能
で
す

が
、
こ
の
場
合
も
ち
ろ
ん
﹁
委
託
費
﹂

が
発
生
し
ま
す
の
で
、
自
社
対
応
と
外

部
委
託
の
コ
ス
ト
は
比
較
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

4
．
特
定
技
能
外
国
人
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
ロ
ー
チ

　
特
定
技
能
外
国
人
の
募
集
方
法
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
や

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
募
集
が
主
と

な
り
ま
す
が
、
技
能
実
習
生
の
監
理
団

体
︵
組
合
等
︶
へ
の
問
い
合
わ
せ
、
国

内
外
の
人
材
紹
介
会
社
等
の
利
用
も
有

効
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
社
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
留
学
生
に
技
能

試
験
の
受
験
を
促
し
、
合
格
後
に
社
員

と
し
て
採
用
す
る
と
い
う
ス
カ
ウ
ト
型

も
効
果
的
で
す
。

5
．
今
後
の
展
望

　
特
定
技
能
外
国
人
に
関
し
て
、
初
年

度
は
﹁
国
内
に
在
留
す
る
技
能
実
習
生

や
留
学
生
か
ら
の
変
更
﹂
を
中
心
に
採

用
が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
、
先
ず
は
﹁
実

習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業
者
に
よ

る
実
習
修
了
者
の
再
雇
用
﹂
や
﹁
宿
泊

業
や
外
食
業
に
お
け
る
留
学
生
の
採

用
﹂
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
県
内
に
は
﹁
特
定
技
能
﹂
取
得
者

は
ま
だ
お
り
ま
せ
ん
し
、︵
5
月
20
日
現

在
︶
、
県
内
の
登
録
支
援
機
関
も
ま
だ
１

社
の
み
で
す
の
で
、
今
後
鹿
児
島
県
で

特
定
技
能
外
国
人
の
活
用
が
進
む
た
め

に
は
、
事
業
者
に
よ
る
制
度
理
解
だ
け

で
な
く
、
県
全
体
と
し
て
特
定
技
能
外

国
人
受
入
れ
の
た
め
の
環
境
整
備
︵
支

援
機
関
の
設
立
、
行
政
に
よ
る
相
談
窓

口
の
設
置
等
︶
が
急
務
で
す
。

鹿
児
島
県
内
に
お
け
る

「
特
定
技
能
制
度
」
の
活
用
に
つ
い
て

佐
藤 

広
明 

行
政
書
士

鹿児島市出身。県立甲南高校、明治大学政治経済学
部卒。約13年の海外留学及び海外勤務を経て、鹿
児島市内に外国人のビザ申請専門の行政書士事務
所を開業。現在は、九州全県を対象に、外国人の就
労ビザ相談や企業に対する外国人雇用コンサル
ティング、外国人雇用に関するセミナー講師等に
取り組んでいる。

さとう・ひろあき

hiroaki
Satou

PROFILE
行政書士佐藤広明事務所
申請取次行政書士　佐藤広明
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TALK

秋
の
全
国
大
会
で
、
鹿
児
島
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い

QA

QA

みやのはら せいこ さん
佐賀県出身
結婚を機に株式会社しか屋の取締役に

1981年　　　　株式会社清友を起業、代表取締役
2007年4月　　鹿児島商工会議所女性会 会長
　　　　　　　　鹿児島県商工会議所女性会連合会 会長
2013年11月　 鹿児島商工会議所 議員
2014年4月　　株式会社清友 代表から取締役会長へ
2016年　　　　株式会社サクラバイオ 取締役

鹿児島県商工会議所女性会連合会
鹿児島商工会議所女性会

会長 宮之原 清子さん

TALK

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
女
性
会
の
活
動

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
鹿
児
島
の
女
性
経
営
者
に
よ
る
団
体

で
、
73
名
︵
２
０
１
９
年
４
月
末
時

点
︶
の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
や
勉
強
の
場
で
あ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
貢
献
活
動
や
地
域

振
興
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
役
員
会
な
ど
女
性
会
で
集
ま

る
た
び
に
会
員
か
ら
募
金
を
集
め
て
い

ま
す
。
そ
の
募
金
の
使
い
方
は
会
員
み

ん
な
で
決
め
、
被
災
地
な
ど
に
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
地
域
の
清

掃
活
動
、
子
ど
も
食
堂
、
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
運
動
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
会
の
活
動
を
通
し
て
、
社

会
貢
献
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
会
の
中
だ
け
で
な

く
、
各
自
で
社
会
貢
献
を
意
識
し
た
事
業

を
展
開
し
た
り
も
。
私
の
場
合
、
最
近
で

は
就
労
支
援
事
業
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
何
か
を
﹁
や
っ
て
み
よ
う
よ
！
﹂
と

な
っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
人
が
集
ま
り
、
一

丸
と
な
っ
て
進
ん
で
い
け
る
。
そ
れ
が
私

た
ち
の
会
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
「
第
51
回
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
鹿
児
島
全
国
大
会
」
が
鹿
児

島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
へ
の
意
気

込
み
は
？

　
以
前
か
ら
県
外
の
女
性
会
の
方
に
﹁
鹿

児
島
に
行
き
た
い
、
全
国
大
会
や
ら
な
い

の
？
﹂
と
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
全
国
大
会
を
通
し
て
、
会
員
同
志
の

連
帯
感
を
更
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
何
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
る
と
の
思
い
か
ら
、
4
年
前
に
全
国

大
会
開
催
地
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

3
0
0
0
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
ら

本
当
に
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
9
月
5
日

〜
7
日
の
開
催
に
向
け
て
、
女
性
会
メ
ン

バ
ー
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
会
頭
さ
ん
や
議
員
さ
ん

を
は
じ
め
、
鹿
児
島
商
工
会
議
所
の
皆
様

に
い
っ
ぱ
い
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
催
ま
で
あ
と
も
う
少
し
、
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
2
0
1
8
年
は
明
治
維
新

1
5
0
年
で
大
河
ド
ラ
マ
﹁
西
郷
ど
ん
﹂

が
放
送
さ
れ
、
鹿
児
島
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
よ
ね
。
観
光
客
が
た
く
さ
ん
訪
れ
、

そ
の
勢
い
は
ま
だ
続
い
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
女
性
会
の
全
国
大
会
と
い
う
の

は
、
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
買
い
物
が
好

き
で
す
。
鹿
児
島
で
食
べ
て
、
温
泉
に

入
っ
て
、
欲
し
い
も
の
を
買
っ
て
、
お
土

産
も
持
ち
帰
る
。
鹿
児
島
を
気
に
入
れ
ば
、

﹁
今
度
は
家
族
で
来
よ
う
か
﹂
と
な
る
は

ず
。
社
員
旅
行
の
行
き
先
に
選
ん
で
も
ら

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
に
か
く
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
、
鹿
児

島
の
魅
力
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
︵
体
験
型
視
察
︶
に

つ
い
て
も
、
霧
島
や
指
宿
、
屋
久
島
や
奄

美
大
島
な
ど
県
内
各
地
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
時
期
が
近
づ
き
、
気
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
大
会
内
容
に
つ
い
て
も
、

よ
り
具
体
的
な
こ
と
が
決
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
林
真
理
子
さ
ん
の
講
演
や
城
南
海
さ

ん
の
歌
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら

集
ま
る
参
加
者
に
と
っ
て
充
実
し
た
楽
し

い
時
間
に
な
る
よ
う
に
、
万
全
の
体
勢
で

当
日
を
迎
え
た
い
で
す
ね
。

　
私
が
会
長
を
務
め
て
約
12
年
に
な
り
ま

す
が
、
10
月
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
予
定

で
す
。
全
国
大
会
が
会
長
と
し
て
は
最
後

の
仕
事
。
精
一
杯
や
り
抜
き
ま
す
！
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会員さんクローズアップ

会員さんクローズアップ

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
の
た
め
に

お
客
様
は
老
若
男
女
す
べ
て
の
方

ど
ん
な
要
望
に
も
応
え
た
い

開
業
準
備
の
相
談
で
商
工
会
議
所
へ

経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

マ
ル
経
融
資
を
活
用
し
て

新
規
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
強
化

　
男
女
問
わ
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
幅
広
く
。
ど
な
た
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
お
店
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
お
客
様
と
１
対
１
で
向
き
合

う
と
い
う
の
が
当
店
の
ス
タ
イ
ル
。
そ
の

た
め
に
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
の
お
客
様
に
対
し
て
ゆ
っ
た
り
と
時
間

を
と
っ
て
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
つ
き
っ

き
り
で
仕
上
げ
て
い
く
。
し
っ
か
り
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が
ら
、
お

客
様
の
要
望
を
形
に
し
ま
す
。

　
店
舗
は
、
開
業
時
に
設
計
士
さ
ん
が
個

性
的
で
楽
し
い
雰
囲
気
に
仕
上
げ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
﹁
お
城
﹂
で
す
。

待
合
室
に
子
供
た
ち
が
く
ぐ
っ
て
遊
べ
る

よ
う
な
仕
掛
け
が
あ
っ
た
り
、
ト
ン
ネ
ル

の
よ
う
な
通
路
を
抜
け
て
シ
ャ
ン
プ
ー
台

の
あ
る
個
室
に
行
け
た
り
と
、
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
局
で
タ
レ
ン
ト
さ
ん
の
ヘ
ア
メ

イ
ク
を
手
が
け
る
、
着
物
屋
に
出
向
い
て

着
付
け
と
ヘ
ア
セ
ッ
ト
を
行
う
、
と
い
う

よ
う
に
店
外
で
の
仕
事
も
多
い
で
す
。

　
開
業
の
際
に
、
県
の
﹁
創
業
支
援
資

金
﹂
と
い
う
制
度
を
使
い
た
く
て
商
工
会

議
所
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。
融
資
に
対

す
る
斡
旋
を
し
て
頂
き
、
開
業
資
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
資
金
面
だ
け
で
な
く
、
開
業
時
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
い
ろ
い
ろ
準
備
し

て
い
く
中
で
、
す
べ
て
が
商
工
会
議
所
さ

ん
頼
み
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
開
業
し
て
か
ら
も
、
経
営
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
、
税
務
相
談
も
利
用
し
て
い
て
、
こ

ち
ら
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
お
も
に
紹
介
で
お
客
様

を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
２

人
だ
け
で
す
し
、
店
外
の
仕
事
も
多
い
の

で
、
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で
も
い
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。
で
も
、
今
後
は
新

規
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
も
っ
と
強
化
す
べ

き
、
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
じ
つ
は
、
外
に
看
板
を
出
し
て
い
ま
せ

ん
。
通
り
か
か
っ
た
人
も
、
こ
こ
が
何
の

お
店
な
の
か
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
﹁
何
だ
ろ
う
？
﹂
と
興
味
を
持

た
れ
て
入
っ
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
、
初
め
て
入
る
に
は
ち
ょ
っ
と
勇

気
が
い
り
ま
す
よ
ね
。

　
そ
こ
で
、
マ
ル
経
融
資
︵
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
︶
を
活
用
し
て
、
店
舗

の
外
側
を
改
装
中
で
す
。
外
壁
に
店
名
を

入
れ
て
、
わ
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

　
地
元
で
愛
さ
れ
る
お
店
に
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
当
店
は

紹
介
で
お
客
様
が
増
え
た
と
い
う
経
緯
も

あ
っ
て
、
や
や
遠
く
か
ら
来
ら
れ
る
方
が

多
い
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
店
頭
で
ま
っ

た
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、

地
元
で
の
認
知
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

荒
田
の
方
に
も
、
気
軽
に
通
っ
て
も
ら
い

た
い
。
近
所
の
小
学
生
も
大
歓
迎
で
す
。

地
元
の
行
き
つ
け
の
美
容
院
に
選
ん
で
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
当
店
で
は
多
様
な
要
望
に
対
応
で
き
ま

す
。
そ
の
強
み
を
活
か
し
て
、
も
っ
と

も
っ
と
多
く
の
方
を
喜
ば
せ
た
い
！

何やら好奇心をかきたてられる外観。中は遊び心を
散りばめつつも落ち着ける空間です。ここは夫婦で
運営する美容院。ひとりひとりの思いに寄り添って、
確かな技術で丁寧に仕上げます。

じょう たつや

城 達也 さん（43） ・

ふちわき

渕脇 ひとみ さん（39）

Jo hair design

創　　業
平成23年11月
住　　所
鹿児島市荒田1-44-1
福田ビル1F
T E L
099-297-4474
営業時間
9:00～18:00
（日曜・祝日は17：00まで）
定 休 日
月曜日・第2日曜日

大きな鏡が特徴的で、コンパクトながらもゆったりとした雰囲気。
写真中央の通路の先にシャンプー個室

会 員 さ ん 情 報 【Jo hair design】
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経
済
産
業
省 
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
導
入
の
費
用
を
補
助

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入
支

援
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
９
時
30
分
〜
17
時
30
分︵
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
︶

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
０︵
6
6
6
︶1
3
1

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金 

で
検
索

　
経
済
産
業
省
は
、Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
に
か
か

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る﹁
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

２
０
１
９
﹂の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
と
は

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向

上
の
た
め
に
、
生
産
性
を
向
上
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
の
導
入
を
後
押
し
す
る
事
業
で
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
事
業
者

　
日
本
国
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
ま

た
は
法
人
で
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

該
当
す
る
方
。︵
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数

が
3
0
0
人
以
下
の
医
療
法
人
・
社
会
福
祉

法
人
も
対
象
︶

■
補
助
対
象
と
な
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

　
本
補
助
金
の
対
象
と
な
る
の
は
、
登
録
さ
れ

た
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
が
提
供
す
る
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
︵
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
︶

で
す
。

■
申
請
の
流
れ

①
ま
ず
、
自
社
に
適
し
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
提

供
す
る
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
を
、Ｉ
Ｔ

導
入
補
助
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
探

し
く
だ
さ
い
。

②
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
と
相
談
し
な
が

ら
、
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
進
め
て
く
だ

さ
い
。

■
補
助
対
象
経
費

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
導
入
関
連
経
費
な
ど

︵
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
補
助
対
象
外
︶。

○
具
体
例

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
の
本
体
費
用
や
イ

ン
ス
ト
ー
ル
費
用
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

︵
加
点
項
目
︶の
導
入
・
初
期
費
用
な
ど
。

■
補
助
金
の
下
限
、上
限
額
　

　
Ａ
類
型
　
40
万
円
〜
１
５
０
万
円

　
Ｂ
類
型
　
１
５
０
万
〜
４
５
０
万
円

■
補
助
率
　
２
分
の
１
以
内

■
申
請
期
限

　
Ａ
類
型
　
令
和
元
年
６
月
12
日︵
水
︶

　
Ｂ
類
型
　
令
和
元
年
６
月
28
日︵
金
︶

■
注
意
事
項

　
交
付
決
定
前
の
契
約
・
導
入
及
び
、
そ
れ
に

伴
っ
て
発
生
し
た
経
費
は
補
助
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

経営相談ガイド
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Ａ類型：下記「ソフトウェア」の青枠内から最低 1 つ以上の業務プロセスが選択され、赤枠内から計 2 プロセス以上が含まれる必要があります。

Ｂ類型：下記「ソフトウェア」の青枠内から最低 3 つ以上の業務プロセスが選択され、赤枠内から計 5 プロセス以上が含まれる必要があります。

※RPA は、受発注管理や在庫管理、売上管理等の連携を自動化するツールです。

顧客対応
販売支援

決済・債権債務
資金回収管理

人材配置 業務固有プロセス
（実行系）

調達・供給
在庫・物流

業務固有プロセス
（支援系）

自動化・分析 汎用

会計・財務
資産・経営

総務・人事
給与・労務

1 2 3

4 5

7 8

9 106

業務パッケージソフト
（例：勤怠管理、在庫管理等）

ソフトウェア
効率化

パッケージソフト
（例：RPA等）

汎用
パッケージソフト
（例：グループウェア等）※
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帳
簿
の
付
け
方
を
ア
ド
バ
イ
ス

自
分
で
帳
簿
づ
け
が
で
き
る
！

〜
記
帳
指
導
を

　
　
　
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部
　
経
営
支
援
一
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
３

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部
　
経
営
支
援
一
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
３

　
当
商
工
会
議
所
は
毎
月
第
２
水
曜
日
に
、
弁

護
士
、
税
理
士
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
職
員

な
ど
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
企
業
の
秘
密
は
厳
守
致
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
︵
事

前
に
お
電
話
で
ご
予
約
を
お
願
い
致
し
ま

す
︶。 ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
専
門
相
談
会

毎
月
第
2
水
曜
日
に
専
門
家
に
よ
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

令和元年7～9月の相談日

■日時/毎月第2水曜日13時30分～16時

令和元年　7月10日(水) 法律・金融

　　　　　7月17日(水) 税務・金融

　　　　　8月  7日(水) 法律・税務・金融

　　　　　9月11日(水) 法律・税務・金融

■場所/鹿児島商工会議所　13階

■相談内容/法律、税務、金融(融資)など

　
商
工
会
議
所
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
方
を

対
象
に
、
無
料
の
記
帳
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。新
し
く
記
帳
を
始
め
た
方
、
記
帳
方
法
が

分
か
ら
な
い
方
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ

た
記
帳
を
さ
れ
た
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
複
式
簿
記
で
記
帳
し
、
損
益
計
算
書
・
貸
借

対
照
表
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
青
色
申
告
特
別

控
除
︵
65
万
円
︶
を
適
用
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
記
帳
指
導
を
通
じ
て
財
務
状
況
が
把

握
で
き
、
経
営
状
態
の
分
析
お
よ
び
改
善
に
も

役
立
ち
ま
す
。

【
対
象
者
】

以
下
の
①
②
両
方
に
該
当
す
る
方

①
鹿
児
島
商
工
会
議
所
地
区
内
の
個
人
事
業

者
で
以
下
に
該
当
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
。

○
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
商
業
、

サ
ー
ビ
ス
業︵
宿
泊
業
・
娯
楽
業
を
除
く
︶

は
５
人
以
下
の
方

○
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
建
設
業
、

製
造
業
・
そ
の
他
の
業
種
は
20
人
以
下

の
方

②
税
理
士
等
の
関
与
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
前
年
の
青
色
申
告
特
別
控
除
前
所
得

が
４
０
０
万
円
以
下
の
方
。

【
記
帳
指
導
内
容
】

　
記
帳
指
導
員
が
、
日
々
の
記
帳
方
法
や
、
源

泉
所
得
税
の
納
付
・
年
末
調
整
の
経
理
事
務

等
に
つ
い
て
、
巡
回
お
よ
び
窓
口
で
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
決
算
・
確
定
申
告
手
続
き
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
当
所
委
嘱
税
理
士
が
、
所
得
税
・

消
費
税
申
告
書
を
作
成
し
、
当
所
よ
り
税
務
署

へ
提
出
い
た
し
ま
す
。︵
別
途
手
数
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
︶

※
現
在
、
白
色
申
告
の
方
も
こ
の
機
会
に
税
制

面
で
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
青
色
申
告
を
、
ご
検
討

下
さ
い
。

【
青
色
申
告
の
主
な
特
典
】

・
青
色
申
告
特
別
控
除︵
最
高
65
万
円
︶

・
青
色
事
業
専
従
者
給
与
の
必
要
経
費
算
入

・
純
損
失
の
繰
越
し
と
繰
戻
し

◆
商
工
会
議
所
で
は
、
会
計
ソ
フ
ト
で
記
帳
事

務
を
代
行
す
る
﹁
記
帳
代
行
﹂︵
有
料
︶
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
記
帳
指
導
・
記
帳
代
行
に
つ
い
て
の
ご
相

談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
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鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

中
小
企
業
の
事
業
再
生
を

　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い
し
ま
す

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
８
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
８
０
５
︶０
２
６
８ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
１
０

　
事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対
象
に
、
専
門
知

識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
き
め
細
か
い
経
営

相
談
か
ら
再
生
計
画
策
定
ま
で
、
課
題
解
決
に

向
け
た
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

国
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
鹿
児
島
商
工
会
議
所

内
に
設
置
さ
れ
た
公
正
中
立
な
公
的
機
関
で

す
。事
業
再
生
の
経
験
豊
か
な
専
門
家
が
常
駐

し
て
お
り
、
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

■
ご
相
談
の
流
れ

①
お
電
話
で
事
前
予
約

②
財
務
諸
表
な
ど
の
分
析
を
通
し
て
経
営

上
の
課
題
を
抽
出
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
最
も
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

③
必
要
に
応
じ
て
、
公
認
会
計
士
や
税
理
士

な
ど
の
外
部
専
門
家
に
よ
る
支
援
を
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

自
社
の
経
営
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
？

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
８
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
１
２
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
１
２
２

　
借
入
金
の
返
済
負
担
が
大
き
く
な
り
、
条
件

変
更
な
ど
の
金
融
支
援
を
受
け
よ
う
と
お
考

え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
中

小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
、
国
の

認
定
を
受
け
た
外
部
専
門
家
︵
認
定
支
援
機

関
︶
の
支
援
を
受
け
て
金
融
機
関
か
ら
求
め
ら

れ
る
経
営
改
善
計
画
書
を
策
定
す
る
場
合
、
専

門
家
に
対
す
る
支
払
い
費
用
の
３
分
の
２
を
、

上
限
２
０
０
万
円
ま
で
の
範
囲
で
負
担
し
ま

す
。

　
ま
た
、
金
融
支
援
が
必
要
で
な
い
場
合
で

も
、
自
己
の
経
営
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
に
、

資
金
繰
り
計
画
な
ど
の
基
本
的
な
内
容
の
経

営
改
善
計
画
書
を
策
定
し
、
金
融
機
関
へ
提
出

す
る
場
合
、
専
門
家
に
対
す
る
支
払
い
費
用
の

３
分
の
２
を
、
上
限
20
万
円
ま
で
の
範
囲
で
当

セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
ま
す
。

　
利
用
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
左
記
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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部会委員会活動報告

健
康
は
第
一
の
富
で
あ
る

〈
情
報
・
文
化
部
会
研
修
会
〉

地
球
環
境
の
保
全
及
び

企
業
の
経
費
削
減
に
取
り
組
む

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
4
月
24
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
演
題

　
企
業
の
経
費
削
減
に
貢
献
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

〜
究
極
の
技
術
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
道
師
が
語
る
〜

■
講
師

　
㈱
グ
リ
ー
ン
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

　
　  

代
表
取
締
役
社
長
　
森
　
幸
一 

氏

■
概
要

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
統
計
要
覧
２
０
１

８
年
版
に
よ
る
と
、
日
本
は
世
界
全
体
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
約
３
・
５
％
を
占

め
、
世
界
で
５
番
目
に
多
く
の
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

改
正
﹁
省
エ
ネ
法
﹂
及
び
﹁
温
対
法
﹂
が

施
行
さ
れ
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
、
省
エ
ネ
へ
の
取
組
み
が
義
務
化

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
は
初

期
投
資
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
も
の
の
、月
々

の
経
費
削
減
に
寄
与
し
、
将
来
の
経
営
の

助
け
に
な
る
こ
と
が
見
込
め
る
。

　
省
エ
ネ
策
と
し
て
、
蛍
光
灯
か
ら
、
省

エ
ネ
・
長
寿
命
・
低
炭
素
等
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換
が
有
効
で

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
健
康
被
害
も
多
く
報
告
さ
れ
て

い
る
。
当
社
は
、
健
康
被
害
を
誘
発
す
る

電
磁
波
ノ
イ
ズ
や
光
の
ち
ら
つ
き
、ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
を
抑
制
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
開
発

し
て
お
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
含
め
、

安
全
で
快
適
な
省
エ
ネ
を
提
案
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
社
の
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

事
業
で
は
、
顧
客
企
業
に
省
エ
ネ
の
た
め

の
知
恵
と
技
術
を
提
供
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
工
場
の
常
時
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
換

気
扇
や
空
調
、
さ
ら
に
は
三
相
誘
導
電
動

機
で
あ
る
各
モ
ー
タ
ー
に
、
状
況
に
応
じ

て
稼
働
レ
ベ
ル
を
変
え
る
制
御
装
置
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
節
電
と
安
全
性
の

向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
複
数
の
国
立
大
学
と
の
産
学
協
同
事
業

を
手
が
け
る
当
社
は
、
安
全
で
快
適
に
省

エ
ネ
す
る
た
め
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
環
境
の

保
全
及
び
企
業
の
経
費
削
減
に
、
使
命
感

を
持
っ
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

部会委員会
活動報告

■
日
時
　
4
月
15
日
18
時
〜

■
場
所
　
当
商
工
会
議
所
14
階
会
議
室

■
演
題
　
健
康
は
第
一
の
富
で
あ
る

■
講
師

　
鹿
児
島
大
学 

　
　
心
臓
血
管
・
高
血
圧
内
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授 

大
石 

充 

氏

■
概
要

　
２
０
０
６
年
度
、
老
年
者
に
対
し
て
実

施
し
た
﹁
理
想
的
な
老
化
と
は
﹂
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
学
会
で
報
告
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、﹁
と
に
か
く

長
生
き
し
た
い
﹂
と
い
う
回
答
よ
り
も
、

﹁
死
ぬ
ま
で
健
康
で
い
た
い
﹂﹁
人
生
の
大

部
分
を
満
足
に
過
ご
し
た
い
﹂﹁
身
の
回

り
の
こ
と
は
自
分
で
し
た
い
﹂
と
い
う
回

答
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
高
齢
社
会
が
加

速
す
る
な
か
、﹁
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
何
が
必
要
な
の
か
﹂
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
研
究
で
あ
っ
た
。

　
医
学
的
見
地
か
ら
見
る
と
﹁
死
ぬ
ま
で

健
康
で
い
た
い
﹂
と
考
え
る
場
合
、
心
不

全
や
脳
卒
中
の
よ
う
な
大
き
な
病
気
で
生

活
の
質
を
落
と
さ
な
い
こ
と
、﹁
身
の
回

り
の
こ
と
は
自
分
で
し
た
い
﹂
場
合
、
麻

痺
・
運
動
障
害
が
な
く
、
認
知
機
能
が
保

た
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

　
心
不
全
や
脳
卒
中
の
よ
う
な
生
活
習
慣

病
は
、
心
血
管
病
や
脳
血
管
疾
患
に
よ
り

発
症
す
る
が
、
高
血
圧
を
要
因
と
し
て
発

症
す
る
確
率
が
一
番
高
い
。
そ
し
て
、
脳

卒
中
は
、
寝
た
き
り
と
な
る
最
大
の
原
因

で
も
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
が
、
健

康
で
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
で
き
る

生
活
を
送
る
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
。

　
岩
手
県
花
巻
市
大
迫
町
で
の
15
年
に
及

ぶ
臨
床
研
究
で
は
、
家
庭
で
血
圧
測
定
を

実
施
し
た
だ
け
で
、
男
性
の
脳
卒
中
発
症

率
が
３
分
の
１
に
低
下
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

　
毎
日
の
血
圧
測
定
と
い
っ
た
簡
単
な
こ

と
や
、
適
度
な
運
動
、
カ
ロ
リ
ー
抑
制
に

よ
る
太
り
に
く
い
カ
ラ
ダ
作
り
な
ど
、
血

圧
を
下
げ
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
現
在
、鹿
児
島
大
学
は
県
内
３
地
域
︵
垂

水
市
・
枕
崎
市
・
種
子
島
︶
や
企
業
等
と

連
携
し
、
血
圧
を
下
げ
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
を
防
止
す
る
臨
床
実
験
を
実
施
し

て
い
る
。

　
鹿
児
島
か
ら
日
本
中
に
、﹁
豊
か
で
健

康
な
地
方
都
市
・
街
・
島
﹂
を
発
信
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。
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新入社員アンケート

　
鹿
児
島
労
働
局
が
公
表
し
た
平
成

30
年
度
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
１
・

32
倍
で
統
計
開
始
の
１
９
６
３
年
以

降
最
高
を
更
新
し
た
。今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、﹁
就
職
活
動
に
苦
労
し

な
か
っ
た
﹂
と
の
回
答
が
58
・
３
％

と
過
去
最
高
を
記
録
し
、
求
職
者
優

位
で
あ
る
売
り
手
市
場
が
一
層
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
結
果

と
な
っ
た
。︵
表
１
︶。

売
り
手
市
場
感
は
一
層
高
ま
る

　
仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
で
ど

ち
ら
を
優
先
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

﹁
仕
事
﹂﹁
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
仕
事
﹂

の
計
が
62
％
を
占
め
て
い
る
。﹁
私
生

活
﹂﹁
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
私
生
活
﹂

の
計
は
38
％
で
、
近
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、
５
年
前
の
24
・
２
％
と
比
べ

る
と
13
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

る
。若
者
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
。︵
表
２
︶。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
見
る
新
入
社
員
の
仕
事
に
対
す
る
意
識

　

当
商
工
会
議
所
は
４
月
２
日
、
３
日
の
両
日
に
開
催
し
た
新
入
社
員
研
修
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
２
２
４
人
に
対
し
て
就
労
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
新
入
社
員
の
就
職
活
動
の
状
況
や
働
く
意
欲
な
ど
を
調
査
し
て
い

る
。
今
回
の
結
果
は
、
売
り
手
市
場
が
高
ま
り
を
み
せ
る
な
か
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
や
働
き
や
す
さ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

高
ま
る
売
り
手
市
場
の
な
か
、
働
き
や
す
さ
重
視
の
傾
向
が
続
く

仕事と私生活のバランスではどちらが
重要ですか？ 就職活動に苦労しましたか？

60.5%H26

H27

H28

H29

H30

H31

39.5%

49.7% 50.3%

51.6% 48.4%

47.3% 52.7%

49.3% 50.7%

41.7%

はい いいえ仕事 どちらかというと仕事 どちらかというと私生活 私生活

58.3%

H26

H27

H28

H29

H30

H31 16.3％ 45.7％ 35.7％ 2.3％

19.4％ 41.7％ 32.7％ 6.2％

16.3％ 51.8％ 25.7％ 6.2％

13.5％ 60.4％ 21.6％ 4.5％

21.5％ 59.1％ 16.8％ 2.7％

22.8％ 53.0％ 22.0％ 2.2％

表2 表1
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新入社員アンケート

　
理
想
の
上
司
の
タ
イ
プ
は
﹁
包
容
力

が
あ
る
﹂
が
最
も
多
い
60
・
６
％
で
、

﹁
協
調
性
が
あ
る
﹂
が
19
・
９
％
と
続

い
た
。

　
上
司
に
し
た
い
芸
能
人
ラ
ン
キ
ン

グ
で
も
、
親
し
み
や
す
さ
や
、
厳
し
さ

と
優
し
さ
を
合
わ
せ
も
つ
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
芸
能
人
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
い
る
。こ
の
結
果
か
ら
、
上
司

に
は
指
導
力
だ
け
で
な
く
、
人
柄
の
良

さ
も
求
め
る
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。︵
表
３
︶

「
包
容
力
」
の
あ
る
上
司
が
人
気

2019年 新入社員への就労アンケート調査結果より
どのような仕事をやりたいですか？ 入社にあたり不安なことは？ 今の会社でいつまで働きたいですか？

希望する上司のタイプは？

包容力がある 協調性がる 指導力がある 自主性を尊重してくれる その他

H26

H27

H28

H29

H30

H31 60.6％ 19.9％ 15.9％ 1.3％
2.2％

28.0％ 13.8％ 35.3％ 2.3％20.6％

30.2％ 14.9％ 35.3％ 0.8％18.8％

60.3％ 17.4％ 21.5％ 0.5％
0.5％

31.3％ 13.9％ 17.5％ 4.2％

31.4％ 14.9％ 18.6％

33.1％

31.8％ 3.3％

表3

就業時間
10.5％

福利厚生
21.5％

休暇
31.6％

給料
31.6％

その他
4.8％

16万～20万
51.6％

21万～30万
22.0％

10万～15万
15.4％

31万以上
11.0％

10万未満 0.0％

景気や経済の動向
27.7％

定年まで
37.3％

特に考えていない
31.8％

機会があれば
転職したい
19.5％

自分の将来
23.1％

会社の人間関係
37.6％

仕事の内容
37.6％

やりがいがある
38.0％

興味が持てる
29.7％

自分の能力を
生かせる
22.7％

技術が
身につく
8.3％

将来は
独立したい
8.6％

その他 2.7％その他 1.8％その他 1.3％

少子高齢化
22.4％

地震等の
防災対策
16.8％

環境問題
13.3％

雇用問題
11.8％

食糧問題
5.0％

その他 2.9％

上司にしたい芸能人ランキング

男性部門 女性部門

１位 内村 光良(お笑い芸人) １位 天海 祐希（女優）
・ほめてのばしてくれそうだから

・優しく面白そうだから

・包容力があり、しっかり導いてくれそう

・厳しさの中にも、優しさがありそうだから

2位 明石家 さんま（お笑い芸人） 2位 水ト 麻美(アナウンサー)
・楽しく仕事ができそうだから

・何でも相談にのってくれそうだから

・相談しやすそうだから

・優しく教えてくれそうだから

3位 櫻井 翔（歌手・俳優）

4位 ムロツヨシ（俳優）

5位 イチロー（スポーツ選手）

3位 米倉 涼子（女優）

4位 マツコ・デラックス（タレント）

　　 吉田 羊（女優）

5位 石田 ゆり子（女優）

・頼りがいがありそうだから ・悪いところはしっかり叱ってくれそう

　だから





フォトニュース

　
４
月
23
日
、
富
田
Ｉ
Ｔ
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
合
同
会
社
の
富
田
良
治
氏
を
講
師
に
招

き
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。

　
今
後
、
普
及
が
予
想
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
種
類
や
国
内
の
動
向
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
を

行
っ
た
。ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
実

務
で
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
55
名
の
受
講
者
か
ら
は
、﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
つ
い
て
、
全
く
知
識
が
な
か
っ
た
が

導
入
事
例
な
ど
の
説
明
を
聞
け
、
知
識
が
得
ら

れ
た
。顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
自
社

で
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。﹂
な
ど
の
声
が

あ
っ
た
。

導
入
事
例
な
ど
の
実
務
を
学
ぶ

4
23

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー

　
４
月
26
日
、
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
催
で

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
会
社
経
営
者
や

総
務
担
当
者
な
ど
約
20
人
が
参
加
し
た
。

　
年
金
や
退
職
慰
労
金
、
健
康
経
営
を
専
門
分

野
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
行
っ
て
い
る
㈲
ピ
ー
ジ
ェ
イ
ハ
ー
ベ

ス
ト
代
表
取
締
役
の
沖
倉
功
能
氏
が
講
師
を

務
め
た
。

　
講
師
か
ら
は
﹁
大
企
業
は
働
き
や
す
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
人
材
を
確
保
し
て
い
る
。こ
の
よ

う
な
中
で
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
健
康
経
営
の

取
り
組
み
は
、
た
だ
の
福
利
厚
生
で
は
な
く
会

社
の
維
持
発
展
に
必
要
な
経
営
ス
タ
イ
ル
で

あ
り
、
生
産
性
向
上
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ

る
人
材
確
保
、
助
成
金
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
﹂
と
の
説
明
の
ほ
か
、
具
体
的
な
実
践

方
法
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

会
社
の
発
展
に
健
康
経
営
は
不
可
欠

5
14

ア
ク
サ
生
命
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

15 アイム【2019年6月】

photo News
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労働保険事務組合のご案内

【お問い合わせ先】
労働保険事務組合　鹿児島商工会議所　企業支援部　経営支援１課
TEL 099－225－9533　FAX 099－227－1977

　労働保険の保険料は、毎年4月1日から次の年の3月31日までの１年を単位として計算されます。その額

は原則として、保険関係が成立している事業に使用されるすべての労働者に支払う賃金の総額に、その事業

に定められた保険料率を乗じて算出されます。

　したがって、前年度又はそれ以前から、既に保険に加入している一般継続事業や一括有期事業の事業主は、

新年度の概算保険料を納付するための申告・納付と併せて、前年度の保険料を清算するための確定保険料の

申告・納付の手続き(年度更新)を、6月1日から7月10日までの間に行う必要があります。

　※労働保険事務組合に委託している事業場の皆様は、労働保険事務組合の指定する期日までとなります。

～6月1日から7月10日まで～
労働保険料の申告・納付は平成30年度確定

令和元年度概算

事業主の皆さま

〈事務委託のメリット〉

　①事務組合が一括して事務処理を行うので、事業主の事務処理が軽減されます。

　②労災保険には、本来加入することのできない事業主や家族従業員も特別に労災保険に加入

　　することができます。(中小企業主等特別加入)

　③労働保険は、金額の多少にかかわらず3回に分けて納付することができます。

　④事務委託手数料は、労働保険料の5％に消費税(8％)を加えた金額と割安です。

～労働保険料・委託手数料シミュレーション～

〈委託できる事業主〉

常時使用する労働者が

　　　金融、保険、不動産、小売業　・・・・・・・50人以下

　　　卸売、サービス業・・・・・・・・・・・・100人以下

　　　その他の事業・・・・・・・・・・・・・・300人以下

飲食店　正社員(1名)月給20万円、パート(1名)月給8万円の場合

労働保険の手続きは
労働保険事務組合 鹿児島商工会議所

にお任せください！！

年間賃金総額 ①労災保険料
(1000分の3) 事業主負担分

(1000分の6)
被保険者負担分
(1000分の3)

②雇用保険料(1000分の9) 労働保険料
(①＋②)
(Ａ)

委託手数料
(Ａ×5%)
+消費税

3,360,000円 10,080円 20,160円 10,080円 40,320円 2,177円
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インフォメーション

記念品や贈呈品としていかがですか？
｢おぎおんさぁ｣扇子限定販売します！

おぎおんさぁ7月20日(土)、21日(日)開催

　鹿児島おぎおんさぁ振興会は、鹿児島の夏を彩る｢おぎおんさぁ(祇園祭)｣を7月20日(土)、21
日(日)の2日間、鹿児島市天文館電車通り一帯などでにぎやかに開催します。無病息災・商売繁昌
を祈る伝統行事を盛り上げるため、21日(日)本祭の神輿の担ぎ手と、花籠に乗ってご神幸行列に
加わる稚児を募集しています。歴史あるお祭りに主役として参加してみませんか？

オリジナル扇子

１本 1,000円（税込）

◆お問い合わせ／TEL 099(225)9533

神輿担ぎ手 稚児神輿担ぎ手 稚児
◆応募資格／18歳以上の男女
◆参 加 料／男性：2,000 円
　　　　　　女性：社会人1,500円、学生：1,200円　
◆応募方法／下記の鹿児島おぎおんさぁ振興会事務局へ
　　　　　　ご連絡ください。
◆お問い合わせ／TEL 099(225)9534

◆応募資格／6歳未満の男女（保護者が鹿児島市内在住)
◆参 加 料／18,000円
◆衣　　装／振興会が貸与
◆定　　員／10人（定員になり次第、受付終了）
◆応募方法／

◆お問い合わせ／TEL 099(225)9534
　　　　　　　　FAX 099(227)1977
　　　　　　　　メール shien2@space.ocn.ne.jp

ＦＡＸまたはメールで、稚児の氏名、年齢、
身長、保護者の氏名、住所、電話番号をご記入
のうえ、下記までお申し込みください。

　来月20、21日に開催される夏の風物詩「おぎおんさぁ」の公式記念扇子が完成しました。今年
も「おぎおんさぁ」のにぎやかな風景を描いた扇子となっております。この時期のみの数量限定販
売となっておりますので、記念品や贈答品としてお買い求めください。販売場所は、鹿児島商工会
議所13階となります。

表 裏

みこし担ぎ手と稚児を募集

【限定：12,000本】

i n f o r m a t i o n
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インフォメーション

試　験　日／
申込締切日／
受　験　料／

申 込 方 法／

2019年7月13日(土)
6月21日(金)
2級5,660円  3級4,120円
※インターネット申込の場合は、ネット受付事務手数料が別途必要です。
※鹿児島商工会議所13階窓口へ受験料をご持参いただくか、
　鹿児島商工会議所のホームページからお申し込みください。
≪窓口受付≫　平日の8:30～17:00
≪インターネット受付≫　24時間対応（申込期間に限る）　　
　◇詳細はWebで、 鹿児島商工会議所販売士検定　検索

企業支援課
TEL：099－225－9522　FAX：099－227－1977

お申し込み
お問い合わせ

　流通・小売分野で唯一の公的資格で、現場で役立つ
販売・接客の技術だけでなく、在庫管理からマーケ
ティング、労務・経営管理に至る幅広い知識が身につ
きます。企業や教育機関などからの評価も高く、昇
進・昇格の条件にしている企業も少なくありません。
ビジネス界に支持されて40年以上の実績を誇り、全
国で約22万人の販売士が活躍中です。

流通・小売業での
唯一の公的資格！ 第84回リテールマーケティング（販売士）検定試験

1．買い物をする人のお手伝いをしたい、
喜ぶ顔が見たい。

2．取引先に企画・提案できるリテール
サポートのプロになりたい。

3．購買意欲をそそる店づくりをしたい。
4．マーケティング力を身につけ、販売促進
で業績アップを目指したい。

このような方にオススメ！

事業所ごとの
団体申し込みも
受け付けています！

【特定商工業者の皆さまへ】 法定台帳調査にご協力ください

■商工会議所法には、その地域の商工業者の実態を
把握することを目的とする「特定商工業者制度」
が設けられており、一定規模以上の事業所には、
事業所内容の登録（法定台帳の提出）と経費負担
(負担金の納入)のご協力をいただいております。

■商工会議所は、ご提出いただいた法定台帳を整理
して、地域の商工業者の実態を把握するととも
に、全国からの商取引に関する照会や斡旋に活用
するなど、地域商工業の振興・発展に資する基礎
資料として管理・運用しています。

■特定商工業者に該当する皆さまには、法定台帳
を6月上旬にお送りしますので、法定台帳の記載
内容をご確認（加筆・修正）のうえ、当商工会議所
へご返送ください。 6月28日（金）

2019年
提出期限 ： 

『特定商工業者』とは？
　毎年4月1日現在で、鹿児島市内（谷山、吉田、
郡山、松元、喜入、桜島の一部を除く）に本支店、
営業所、出張所、事務所、工場などを設置してか
ら6ヶ月以上経過している商工業者のうち、次
の①、②いずれかに該当する事業所です。
①資本金または払込済出資総額が300万円以
上の事業所
②当商工会議所の地区内(鹿児島市内)の営業所
等で常時使用する従業員の数が20人（商業ま
たはサービス業の事業所については5人）以上
の事業所
　※パート、アルバイト、個人事業主、家族従
　業員、会社役員などを含む

法定台帳調査に関するお問い合わせ／企業支援課　TEL：099-225-9522
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鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

「アイム」は鹿児島商工会議所ビルが人と情報が行き交うビルになることを願って、「出逢いは自己紹介から始まる」ことに着眼

し、英語の「I’m」（私は）と命名したものです。Iにはインフォメーション、インテリジェント、mにはメトロポリス（中心地）、ミート（出会

い）などの意味が込められています。

　請求書兼振込用紙を6月上旬に郵送いたします
ので、指定口座へ7月31日までにご納入賜りま
すようお願い申し上げます。
　なお、請求書兼振込用紙で当商工会議所指定
の金融機関から納入する場合、振込手数料は無
料となります。
　また、便利で確実な口座振替をお勧めしてお
ります。ご希望の方は、口座振替申出書をお送
りいたしますので、ご連絡をお願い致します。

　5月15日に2019年度の会費を登録口座より振
り替えましたが、何らかの理由により振り替えが
できなかった会員の皆さまにおかれましては、
改めて7月16日に振り替えさせて頂きます。　
　お手数ではございますが、2，3日前までに口
座残高をご確認ください。
　詳細につきましては、6月下旬に「2019年度
会費の口座振替について」の案内ハガキを郵送
いたしますので、ご確認賜りますようお願い申
し上げます。

※商工会議所の会費は必要経費または損金として処理できます。
※口座の変更や納付方法についてご不明な点は下記までお問い合わせください。

【お問い合わせ】　企業支援課 TEL：099-225-9522

口座振替の方 振込の方
再振替日：7月16日(火) 納入期限：7月31日(水)

2019年度商工会議所会費 納入のお願い
会員の皆さまへ
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快進撃企業に学べ

教
授
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

さかもと・こうじ

Kouji
Sakamoto

PROFILE

　
宮
崎
市
に
本
部
を
置
く
﹁
生
活
協
同
組
合

︵
生
協
︶
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
﹂
と
い
う
生
協

ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。設
立
は
１
９
７
３
年
、

﹁
宮
崎
市
民
生
活
協
同
組
合
﹂と
し
て
、
当
初

は
６
９
０
人
の
組
合
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

設
立
の
翌
年
の
売
上
高
は
1
億
円
弱
、
組
合

員
数
は
１
６
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
業
績
を
右
肩
上
が
り
に

伸
ば
し
、
２
０
１
７
年
度
は
、
売
上
高
３
０

０
億
円
、
組
合
員
数
25
万
人
に
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。

　
ス
タ
ー
ト
当
初
は
牛
乳
な
ど
の
共
同
購

入
の
み
で
あ
っ
た
が
、
１
９
８
８
年
に
は
、

組
合
員
の
要
望
が
強
か
っ
た
店
舗
を
開
店

し
、
今
や
宮
崎
県
内
全
域
に
15
店
舗
を
構
え

る
。そ
れ
ば
か
り
か
、
宮
崎
県
内
の
世
帯
加

入
率
も
53
％
に
上
り
、
宮
崎
県
民
に
と
っ

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活
支
援
施
設
に

な
っ
て
い
る
。

　
全
国
各
地
の
生
協
ス
ー
パ
ー
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
規
模
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
45
年
間
は
出
店
・
退
店
を
繰
り

返
し
て
き
た
が
、
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
は
、
退

店
が
１
店
舗
も
な
い
と
い
う
優
等
生
で
あ

る
。

　
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
設
立
者
で
あ
り
顧

客
で
あ
る
組
合
員
の
幸
せ
・
満
足
度
向
上

の
た
め
、
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
の
役
職
員
が
、

こ
の
間
、
基
本
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
全
社
一

丸
と
な
っ
て
、
”良

い
お
店
づ
く
り

“
に
ま

い
進
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
基
本
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
内
容
は
﹁

”私
た
ち

の
供
給
す
る
商
品
を
中
心
に
家
族
の
だ
ん

ら
ん
が
は
ず
む
こ
と
“
を
め
ざ
し
ま
す
﹂
で

あ
る
。こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
き
、
実
施

さ
れ
て
い
る
施
策
の
一
つ
が
、
組
合
員
か
ら

提
出
さ
れ
る
﹁
よ
く
す
る
カ
ー
ド
﹂﹁
よ
か
っ

た
よ
カ
ー
ド
﹂
で
あ
る
。そ
の
提
出
枚
数
は
、

年
間
な
ん
と
８
万
枚
以
上
だ
と
い
う
。加
え

て
言
え
ば
、
そ
の
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
提
案

が
、
こ
と
ご
と
く
お
店
づ
く
り
・
品
ぞ
ろ
え

な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
す

ご
い
。

　
ま
た
、
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
で
は
、
利
用
者

満
足
度
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
最
新
の

デ
ー
タ
で
、
そ
の
満
足
度
は
92
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、
全
国
の
生
協
店
舗

利
用
者
に
対
し
、﹁
生
協
総
合
研
究
所
﹂が
顧

客
満
足
度
を
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
の
満
足

度
も
他
の
生
協
に
比
べ
抜
き
ん
で
て
高
く

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
は
、
職
員
満
足
度
を
高
め
る
た

め
、
役
員
・
幹
部
職
員
が
、
組
合
員
に
良
い

サ
ー
ビ
ス
・
良
い
商
品
を
提
供
す
る
た
め

の
行
動
を
実
践
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。例

え
ば
、
全
職
員
を
実
質
定
年
な
し
の
無
期
雇

用
と
し
、
一
人
一
人
の
職
員
の
生
き
が
い
と

働
き
が
い
を
重
視
し
た
労
務
施
策
を
講
じ

て
い
る
。

　
そ
の
た
め
か
、
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
に
は
70

歳
を
超
え
た
社
員
が
現
在
29
人
も
い
る
と

い
う
。こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
コ
ー
プ
み

や
ざ
き
の
職
員
の
意
識
も
極
め
て
高
く
、
結

果
と
し
て
顧
客
満
足
度
も
非
常
に
高
い
の

で
あ
る
。

快
進
撃
企
業
に
学
べ

宮
崎
県
内
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
た
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
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